
2025 年 10 月 27 日

学校課業日
学校休業日

10 時 0 分から 16 時 0 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等 季節のイベント（水遊び、ハロウィン、クリスマスなど）体験学習。お誕生日会。外食外出。調理レク。

家族支援
対面、電話、LINE等で対応。
家族も参加できるイベントの開催。

移行支援
保育園、幼稚園への情報共有。
保育園、幼稚園、保護者と連携を取りながら支援をしていく。
通園先への利用日数、時間の調整。

地域支援・地域連携
毎年10月31日はハロウィンイベントとして、地域のお子様たちを招いたお化け
屋敷の一般公開を行っている。買い物レク、外食レク、SNSを利用した情報の発
信。

職員の質の向上 定期的に職員研修を行い、支援の質を上げる。

支　援　内　容

本
人
支
援

健康状態を把握するため、来所時には健康観察を行う。
就学までに、生活リズムを整え、身の回りのことが出来るよう、食事や衣服の着脱、排泄などできることを増やしていく。
調理レクを通して食育に繋げ、好き嫌いを減らし、食べられる物を増やしていく。

感触を楽しめる素材やゲームを通して、力加減の習得や感覚統合に繋げる。
ボールを蹴る、でんぐり返しをする、スキップをするなど、発達段階に応じた遊びを提供する。
音楽やリズムに合わせて、手の動かし方や体の動かし方を学ぶ。

来所後の準備から自分の名前カードを見つけてもらい、ロッカーに貼るなど、顔や文字、場所など認知できるようにする。
朝の会では、日付の確認をし、身近なところから数字に触れていく。
活動中には、時計の動きを意識した声掛けを行い、活動の切り替えや物事の始まり、終わりを学ぶ。

お子様からの発生や言葉に対して反応を返したり、お子様のレベルに合わせた支援を行う。
言葉のやり取りやジェスチャーにて関わることの楽しさを伝えていく。

お友達と出かける楽しさを学びながら、簡単なお買い物や体験や他者に合わせた行動やふるまいを学ぶ。

法人（事業所）理念 ・小さな要望にも耳を傾け、心を込めて支援します。・どんな時も明るい笑顔と挨拶を欠かしません。・安心安全な環境づくりに努めます。

支援方針 お子様1人１人の特性を理解し、スモールステップを積み重ねます。小さな「できた！」を大切にし、子供たちが笑顔で幸せに過ごしていくための支援を目指します。

営業時間 送迎実施の有無

事業所名 縁どうまめ　　 児童発達支援 支援プログラム 作成日


